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熊本リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。
本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されること
を希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 ⊇沙食∫―学f

研究課題名 高齢心不全患者におけるリハ前後の身体機能・ADLと再入院に関する検討

当院の研究責任者 所属 :リ ハビリテーション部 職名 :技術部長 氏名 :河崎 靖範

他の研究機関及び各施設の
研究責任者

本研究の目的

高齢心不全患者は増加傾向にあり再入陽を繰り返すことで身体機能および日常生潜動作の

低下を来 しやすい疾患である。心不全リハは有効性が報告され重要な治療介入とされてい

る。しかしリハ前後の身体機能や日常生活動作、退院後の生活状況や再入院との関連を検討
した報告は少ない。今回、当院で入院リハを実施した心不全患者を対象にリハ介入前後の身
体機能、日常生活動作、病前日常生活動作への回復状況、退院後サービス利用、再入院との

関連について検討することを目的とした。

調査データ概要期間 2020年   4月 2025年 3月

研究の方法

O対象となる患者様

対象は2020.4～ 202531こ当院で心不全で入院リハを実施した114名 (年齢84± 10歳、男女比
56/58、 リハ実施日数36± 23日 、運動麻痺合併症例16%、 急性期病院転院例および死亡退院例
は除外)。 リハ開始時および終了時の6分間歩行試験、10m歩行時間、膝伸展筋力 (′ウドヘルド

タ
・
イナモメーター左右平均値 )、 日常生活動作得点、病前日常生活動作と退院時日常生活動作の比

較、在宅サービス利用状況、再入院回数を調査 した。

O利用する情報/項 目

6分問歩行試験、10m歩行時間、膝伸展筋力 (Aンドヘルドタ
・
イナモメーター左右平均値)、 日常生活動

作、病前日常生活動作 (医療ソーシャルワーカー要介護度情報 )、 退院時日常生活動作、在
宅サービス利用状況 (通所・訪問リハ、通所介護、訪問看護など)、 再入院回数。

個人情報の取 り扱い

試料/情報の他の研究機関への
提供及び提供方法

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先 熊本 リハビリテーション病院
096-232-3111(代 表)担 当者

技術部長

河崎 靖範

備考
研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱いを受ける
ことはありません。


